
良好な環境（水大気、音、かおり・・・）

保全再生創出 → 利活用 → 持続性確保
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新たな水環境政策の基本的な考え方

保
全

・経済の観点
・持続性の確保
・地域活性化

活
用

昭和の時代 平成の時代

環境保全活動
が盛ん

湧水量が減少
した名水も・・・

令和の時代

・どぶの臭い
・洗剤の泡

・水質はある程度ま
で改善
・水辺から人が離れ、
満足度は低い

国民ニーズ高い

保全・活用を
一体的に推進し、
地域ニーズに応じた
水環境を創出

資金・人材の確保の観点からも、
保全と活用を同時に推進

資金・人材不足で
継続困難

＝幸福度
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環境創造プロジェクトの全体像

モデル事業の実施

地域の取組支援

プラットフォームの運営

情報共有・発信・連携・マッチング

SNSの運営

情報発信

シンポジウム開催

連携・マッチング

研究推進

科学的知見蓄積

国民のウェルビーイングや地域の魅力・活力を向上させる
望ましい水環境・水循環等を実現



モデル事業の実施（令和７年度）
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● 国民のウェルビーイングや地域の魅力・活力を向上させる 望ましい水環境・水循環等を実現を目指し、
地域において良好な環境の創出・活用を推進する３つのモデル事業等を実施。

３つのモデル事業等
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水辺の環境活動プラットフォームやSNSの運営

●地域の水環境保全・活用の取組を閲覧可

２

●情報収集・情報交流
●つながり促進

行政・企業・各種団体・個人等、計459者が参加
（2025年12月19日現在）

Facebook

 環境創造室公式アカウント
「良好な環境」推進チーム【環境省公式】

Instagram

X

ぜひご参画＆多くのいいね・フォローを
お願いいたします!!



令和８年度の方向性について（モデル事業）
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令和７年度

良好な水環境保全・活用
モデル事業

戦略的「令和の里海づくり」
基盤構築支援事業

良好な環境を活用した
観光モデル事業

淡水エリアにおける
保全と利活用

沿岸エリア（里海）における
保全と利活用

良好な環境を生かした
インバウンド観光地域づくり

（陸・海問わず）

令和８年度
良好な水環境保全・活用

モデル事業
戦略的「令和の里海づくり」

基盤構築支援事業
良好な環境を活用した

観光モデル事業

地域支援事業（仮称）

淡水～沿岸エリア（里海）における保全と利活用

実施中

R7から継続

２年事業 ３年事業 ２年事業

環境本省にて引き続き実施。
追加公募を予定。

新規

各地方環境事務所にて
実施予定。

※追加ポイント（予定）
・各地方環境事務所にて、地域の良好な水環境の保全と創出を支援する事業を追加的に実施。
事業スキーム:基本的な環境本省が実施する３モデル事業等と同様。
事業期間:R7年度補正予算による事業であることから、Ｒ8年度末で終了予定。

①

②
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2027
年
3月

2027
年
2月

～
2026
年
6月

2026
年
5月

2026
年
4月

2026
年
3月

2026
年
2月

2026
年
1月

2025
年

12月

公募

審査

事業実施

①今後の予定:環境本省事業

・１月中旬頃 公募開始
・公募開始後 公募説明会

環境省報道発表のご確認をお願いいたします!

＜スケジュールイメージ＞

※その他、成果発表会、シンポ、フォーラム、研修会等も計画中

良好な水環境保全・活用
モデル事業

戦略的「令和の里海づくり」
基盤構築支援事業

良好な環境を活用した
観光モデル事業
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2027
年
3月

2027
年
2月

～
2026
年
6月

2026
年
5月

2026
年
4月

2026
年
3月

2026
年
2月

2026
年
1月

2025
年

12月

公募

審査

事業実施

②今後の予定:地方環境事務所事業

・１月下旬以降 公募開始【地方環境事務所毎】

環境省報道発表のご確認をお願いいたします!

＜スケジュールイメージ＞

※その他、成果発表会等も計画中

地域支援事業（仮）
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令和８年度の方向性について（プラットフォーム等）

行政・企業・各種団体・個人等、計459者が参加
（2025年12月19日現在）

令和７年度

水辺の環境活動プラットフォーム SNSの運用・発信

令和８年度

水辺の環境活動プラットフォーム SNSの運用・発信 制度化に向けた検討

・定期的な情報共有の場を新規運営
・里海づくりのネットワークを強化

・新たな企画を検討 ・中環審での議論を
R7.12.25から開始

・Facebook、Instagram、Xの運用を開始

＋

拡充・強化 新規



ブルーカーボン ネイチャーポジティブ・・・

を設置

※一般社団法人ブルー・オーシャン・イニシアティブ（BOI）と共同運営

2026/1/30 里海づくりシンポジウム開催

「里海づくりシンポジウム」
で検索!


